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は じめ に

　英語教育におい て語彙力 は 読解の重要な構成要素の一つ で あ るが 、 日本 人学習者 の

英語の 語彙力は不足 して お り （認識語彙上限 ：約 7000 語）（竹蓋 、 1982）、英語母 国

語話者の約 20000 語 （大学生）（高梨、 1987）と比 べ て少な く、 実際に英文を読む際 、

未習語数が多 くな る ほ ど理解度が落ちる傾 向にある 。 特に イ ン タ
ー

ネ ッ ト等が普及 し

た情報ネ ッ トワ
ー

ク社会 にお い て は、 様々 な分野におい て短時間 に大量の 英文を処理

してい く必要が あ るが 、 語彙力の 不足 はその まま情報収集能力の 不足を意味する 。

　英語語彙の 大半 は ラテ ン ・ギ リシ ャ 語系が 占め るが （安井、 1973）、そ の 学習 に は

接頭辞 、 接尾辞 、 語根に 関する構造原理 の 知識を持つ こ とが有益で あ ると考え られる。

これは、具体 的操作 に よる機械的記憶の 段階か ら、 形式的操作に基づ く論 理的記憶が

優勢に な る段階 とな る大学生 の 語彙力向上 に は特に有効で あろう。 そ こで 、 語彙数増
大を直前 目標 とせ ず 、 単語の 質的類推力を育成す るために 、 共通に識別 される構造的
な類似性や 語意形成上 の 類似 点に親 しませ るこ とが重要で ある。 構造原理 の 理解の促

進には 、 コ ン ピュ
ータ支援に よるイ ン タラ クテ ィブな環境 によ り、認知的ス キ

ー
マ を

活用 す るこ とが効果的で あるが 、 これ まで に こ の ような 目的で 開発された ソフ トは ほ

とん ど見あ た らない （吉田 、 他 1990）。

研究の 目的

　英語の語彙 を語形成 【接頭辞＋語根＋接尾辞1（e．g，transportation＝ trans＋port＋ation ）
か ら論理的 、 合理 的 に 、 しか もマ ル チメディ ァ 環境に 対応 させ る こ とに よ る学習の 動

機付けに配慮 した語彙学習ソ フ トを開発 ・ 実践 し、 その 効果を検 証す るこ とを 目的と

する。

ソフ トの特色

　  積極的反応 ：設問、 ヒ ン ト、 正 誤状況 、 正解 、 制限時間 、 効果音、画像を リア ル

タイム に 提示す るこ とに よ り、
コ ン ピ ュ

ー
タ を介して イン タラ クテ ィ ブな 形で 学習を

進め る。   フ ィ
ー ドバ

ッ ク　：誤答時の ヒン トを、 文字 、 音声で リア ル タイムに提供
して フ ィ

ー ドバ
ッ クを充実 させ 、 記憶の保持 を促す。 同時 に、 成績の 即時表示で 、 学

習の 動機づ けを高める。   自己ペ ー
ス ：能力に応 じた制限時間、 難易度 、 カテ ゴ リー

、

レ ッ ス ンの選択 によ り、 学習の個別化 を促進す る。   GUI の 導入 ：キーボー ド操作
を少な くし、 情報 へ のス ム ーズ なア クセ ス と 、 単純な入力 ミス に基づ く誤答の 発生 を

回避す る 。

英語授業での実践 と学習効果

　1998年 4 月 よ り約 100名の大学生を対象に 、 開発されたソ フ トを実施 し、 これを
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利用 した グル ープ と 、 これを利用 しない グル ープの学習効果の比 較を行 う。 前後テス

トに は 、 ラ ンダム に選んだ語彙につ いて 、それ らの 1）意味を問う設 問 50 題 と、 2）語

根と接辞を識別 させ、それ らの意味を書かせ る設問 50 題を用 い る。 また 、 ソ フ トの

操作性に関する質問紙を作成 ・実施 し 、 主観的な評価を行 う。 で きる限 り外的条件を

統制す るため 、 4〜5 月 、 5〜6 月の 2 回にわた り同
一

の 実験を繰 り返す予定で あ る。

この 測定 よ り得 られた 客観 デー
タは 、 7〜8 月 に分析を行 い 、 9〜 10 月にお こ なわれ

る最終 的な学習項目の 確定に 役立て る。 本発表で は 、 4 〜 6 月に得 られた客観 デー
タ

の 結果 と 、 質問紙調査か ら得 られた主観的デー
タをもとに形成的評価 を中心 に論 じる。
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